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小学校の不登校児童数は，22年度に比

べ５人減少しました。 しかし，まだ過去６年
間で２番目に多い数値となっています。発
生率も昨年度と同じ0.37%で，依然全国平
均の0.33%より高い状態です。

引き続きの取組をお願いします。

中学校の不登校生徒数は，22年度に比
べて6人減少しました。これは，過去6年間
で最低の人数です。発生率も0.13%下が
り2.62%になりました。過去６年間で初め
て全国平均の2.78%を下回りました。
各校の取組に感謝いたします。

「 登校未然防止中学校 プ ジ ク から「不登校未然防止中学校区プロジェクト」から
「生徒指導ネットワーク会議」へ（取組例）

欠席や遅刻に敏感な学校
深い児童生徒理解ができている学校

月別欠席報告の見直し
不登校・不登校傾向
児童生徒の月ごとの

＜ネットワーク会議①＞
・小学校４年から６年まで全

が 情 欠席管理方法の自校化
中学校区の連携の継続

変化を分析
（学校支援課）

欠だった生徒が，小中の情
報交換を密に行い，訪問相
談員がいっしょに登校した結
果，中学校１年の７月まで欠
席無しとなった。

＜ネットワーク会議②＞
・区の相談室がこまめに学

＜ネットワーク会議③＞
・家庭生活が安定せず
欠席を続ける児童生徒
に対して区の健康福祉

ケースに応じた多様な登校支援
教育相談センタ 教育相談室 訪問相談員

子ども一人一人の成長を促す
生徒指導の視点から，不登校
を現象としてらえるのではなく，

・区の相談室がこまめに学
校訪問を行い，不登校・不登
校傾向の児童生徒の対応
について学校へ支援を続け
ている。

に対して区の健康福祉
課職員と連携し生活支
援と相談をした結果，登
校できるようになった。

・教育相談センター ・教育相談室 ・訪問相談員
・区担当指導主事 ・SST，SSW ・民生児童委員
・児童相談所 ・県警サポートセンター
・健康福祉課 ・学校支援課担当指導主事

を現象としてらえるのではなく，
全職員が全教育活動で子ども
の心に沿った見取りや指導を
行うようなシステムを目指しま
す。

－１－



「ふろしきはどんなぬの」 平成２４年６月 大形小学校 ２年 授業者 松尾 英子 教諭「ふろしきはどんなぬの」 平成２４年６月 大形小学校 ２年 授業者 松尾 英子 教諭

問題発見･見通し

大形小学校では，授業づくりリーフレットに基づいた授業改善を全校体制で進めています。松尾
教諭の授業では「問題解決過程を意識した学習展開」と「子どもとともにつくる学習課題」に，その
エッセンスが現れていました。

子どもの問題意識を整理する
子どもの意識から学習課題を設定する

自力解決

交 流

問題発見･見通し

自力解決･振り返り

子どもの中に「問い」を生み出すためには，教師から一方的に課題を与えるのではなく，子どもの

問題意識を大切にしながら，子どもとともに学習課題をつくっていくことが大切です。松尾教諭は，

「クイズをつくる」という学習課題に向けて，まず，修正の必要な箇所を含む３つの例を示し，その分

析を通してクリアすべきポイントを子どもとともに明らかにしていきました。こうした丁寧な取組によ

り，子どもの中に課題解決への見通しと意欲が生まれました。 ＜文責 田村 篤＞

自力解決 振り返り

り，子どもの中に課題解決 の見通しと意欲が生まれました。 ＜文責 田村 篤＞

「チョウを育てよう」 平成２４年６月 赤塚小学校 ３年 授業者 渡部 康司 教諭

渡部教諭は，上記の視点から，次のような授業を構想
しました。ま 。

(1) モンシロチョウとアゲハを卵の段階から各自に飼
育させて，学習対象とかかわる時間を確保する。

(2) 自分が発見したことを，友だちに伝えたり，友だち
と確認したりする活動を重視する。

授業では，子どもたちが親しみを
もって幼虫にかかわり，体のつくりを幼 わ ，体
とらえ，さらには，幼虫の行動の意味
までも解釈しようとしていました。
渡部教諭は，子どもの細かな気づ

きをノートに記述させた後，それを大
型テレビを使って映し出し，説明させ
ました。

「わぁ～，数mm大きくなったみたいだ！」
「この幼虫は，柔らかい葉を探して動い
ているんじゃないかな。」

人 もの こととのかかわりを重視し 問題解決的な学習を展開するためには 教材の価値を 子

－２－

人・もの・こととのかかわりを重視し，問題解決的な学習を展開するためには，教材の価値を，子

どもに気付かせていくことが大切です。特に，「命」ある生物教材には多くの価値が内在しますが，

教材の準備が，授業の成否を決めることがあります。渡部教諭は，単元の実施時期を年間指導計

画に適切に位置付けることで，対象とのかかわりの効果を高めていました。＜文責 永井 喜博＞



矢代田小学校では，職員一人一人の研修を深める
ため，授業後の協議会（７月１２日，６年・国語）にお
いて，次のような工夫を行っていました。いて，次のような工夫を行っていました。

・授業の前に，「協議の視点」を設定しておく。

・授業に対する意見等を全職員が付箋（数枚）に書き，
それを模造紙に整理しながら，協議を進めていく。

・協議会は職員一人一人が十分に意見が出せるよう，
少人数でのグループ協議と全体協議で構成する。

一人一人がその授業について自分の考え，評価
をしっかりともって協議会に臨む

授業づくりリーフレットに書かれて
いる５つの視点や，具体的なポイン
トは，互いの授業を見合い，評価し
合う際の視点にもなります。
ぜ リ ト 視点に沿

このような協議会の工夫をしている学校は，ほかにも
あることと思います。しかし，大切なことは，

ということです。せっかくの付箋が，時間のない中でとり
あえず書いた，というものであっては協議も深まらない

〈文責 川又 健司〉

ぜひ，リーフレットの視点に沿っ
て，「協議の視点」を立て，互いの授
業を評価し合ってください。

からです。
矢代田小学校では，協議会が始まって最初の10分ほ

どを付箋に書く時間に充てることで，一人一人がしっか
りと自分の考えをもって話し合いに臨むことができまし
た。その結果，協議会でも活発に意見が出されました。

学級や学校でいじめが発生しないために，生徒
指導を充実させることは重要です。しかし，いじめ
を全くなくす とは難しいと考えられます 重要な

いじめが発生しない

学校・学級づくりのベースは

を全くなくすことは難しいと考えられます。重要な
のは，いじめが発生したときの対応です。

いじめの対応で留意すること･･･

・ とにかく初動が大切。いじめを認知したら

すぐ動くことが原則。

多面的な児童生徒理解に

基づく信頼関係から

問題解決には子
どもとの信頼関係
が不可欠です。日
頃から信頼を得る

・ 事実確認を確実に行う。一方的な話だけで

なく双方から事情を聞き，客観的事実をつか

むことが肝心。

・ 組織的な対応を心掛ける。一方的な見方・

考え方をしない。

・ 保護者には，客観的事実をもとに，適宜報告

頃から信頼を得る
ような関係づくりを
大切にしましょう。

信頼関係は多面
的な児童生徒理
解から生まれま

－３－

保護者には，客観的事実をもとに，適宜報告

する。できれば子どもも一緒に対面で話した方

が誤解を生じない。

解から生まれま
す。日頃から子ど
もの変化を見逃さ
ない眼をもつこと
が重要です。〈文責 佐藤 文俊〉



７月１４日（水）から７月１８日（日）まで，中国ハルビン市と韓国ウルサン広域市の小学生４人・中学
生６人 高校生７人と引率の先生７人による青少年代表団が新潟市を訪れ 新潟市内の児童 生徒と

平成２４年度 新潟市国際交流推進事業
～中国ハルビン市韓国ウルサン広域市青少年代表団新潟市訪問～

生６人・高校生７人と引率の先生７人による青少年代表団が新潟市を訪れ，新潟市内の児童・生徒と
交流を深めました。主な日程は，次のとおりです。

１１日（水）来日

１２日（木）市長・教育長表敬訪問，学校訪問（巻南小学校）

市内見学（しろね大凧と歴史の館）

１３日（金）市内見学（朱鷺メッセ・新潟市水族館）

学校訪問・国際子どもフォーラム（黒埼南小学校）学校訪問 国際子どもフォ ラム（黒埼南小学校）

１４日（土） 市内見学（せんべい王国，北方文化博物館，

新潟ふるさと村，新津美術館）

１５日（日）帰国

巻南小学校での授業体験 ・巻南小学校では，各クラスで給食を一緒に食べた後，児童と一緒に
特別授業に参加して，ゲームや活動をしました。全校児童との交流
会では，歌や演舞等の披露をしました。

黒埼南小学校での歓迎アト

会では，歌や演舞等の披露をしました。
・黒埼南小学校では，のっぺや枝豆ご飯などの給食に加えて，地域
特産の黒埼茶豆がふるまわれました。国際子どもフォーラムでは，
黒埼南小学校の全校児童，黒埼地区の小・中４校，市立中等教育
学校及び市立高等学校３校の代表児童生徒が参加し，中国語・韓
国語でのじゃんけんゲーム等を行いました。また，歓迎アトラクショ
ンとして，黒埼南小学校の児童が棒踊りや花笠踊りを披露。青少年
代表団からも 歌や演舞 自国紹介等の発表があり 互いの理解と黒埼南小学校での歓迎アト

ラクション（棒踊り）

代表団からも，歌や演舞，自国紹介等の発表があり，互いの理解と
親睦を深め合いました。

平成２４年度幼稚園教員研修会

８月１０日（金）秋葉区役所を会場に公立幼稚園・

公立保育園・私立幼稚園の職員１０８名が参集して

開催されました。

この研修会は，特別支援教育についての理解と

指導力向上を目的に，毎年専門の先生を招聘して，

研修しています研修しています。

今年度は上越教育大学臨床・健康教育学系特別

支援教育コース講師の村中智彦様から「発達障がい

のある園児の就学に向けたつなぐ移行支援の実際」

というテーマで講義をしていただきました。

村中先生の豊富な臨床の中から，事例を動画で提示されたり，参加者を子ども役に見立てて

熱心に聞き入る参加者たち

－４－

具体的な場面状況を再現したりして，とても分かりやすく説明していただきました。幼児教育の

場で特別な支援を必要とする子どもたちの実態を見取り，保護者理解を促し，速やかに適切な

指導や対応をすることの重要性を認識するとともに，子どもの成長にとって本当に必要な支援は

何かを考える機会になりました。


